
「つらい状況にある自分自身を支える人」や 
「『つらい状況にある人』を支える人」を支えます 

「『支える人』を支える」 
 

それが緩和ケアの目指すものです！ 

 
 

「昔」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「今」 

   
 治癒治療   

緩和ケア 

発病            終末期 

 治癒治療 
緩和
ケア 

 

① 「ギア・チェンジ」 

 

 

② 「シームレス・ケア（継ぎ目のないケア）」 

 

 

③ 「パラレル・ケア（並行するケア）」 

 

 治癒治療 
 

 緩和ケア 

 治癒治療 
 

 緩和ケア 

 
・発病から終末期における「治癒治療（手術
療法・化学療法・放射線療法など）」と「緩和
ケア」との関係についての考え方は、時代と
ともに変わってきています 

 
・「終末期医療（ターミナル・ケアやホスピス・
ケア）」だけが緩和ケアではなく、日常生活
の質を高めるための「支持医療（サポーティ
ブ・ケア）」も重要な緩和ケアなのです 

◆当院の「緩和ケア」に関して「もっと良く知りたい」という方へ◆ 

以下の場所にチラシがございますので、ご自由にお持ちください 

 
1階「外来化学療法室」、2階「相談支援センター」、2階「緩和ケア科外来」 

新潟県立がんセンター新潟病院 サポートケア委員会 平成23年8月作成  

◆病気の種類や病気の状態（病期）と関係なく、様々な「つらさ」が私達を苦しめます 
 
◆体のつらさ（痛み、呼吸苦など）や心のつらさ（不安、気持ちの落ち込みなど）を 
少しでも軽くするためのお手伝いをする医療が緩和ケアです 

 


